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「いつまでも 安全安心 いきいきと」した 岡崎のまちづくり

まちづくり
３政策

すこやかな
発展を続ける

おだやかな
暮らしを守る

のびやかな
人生を歩める

引き続き「岡崎に住んで 本当に良かった」と思って頂けるように取組みます！！

令和５年度当初予算について

【予算編成に関する基本的事項】
『「家康公愛」「岡崎愛」を深め ひとが輝き まちに賑わいが生まれる予算』とし、大河ドラマ「どうする家康」を好機
とした地域活性化や、本市の魅力向上に取り組んでいくとともに、第７次総合計画に掲げる基本政策（工業団地
造成事業・アウトレットを核としたまちづくり・少子高齢化対策など）や社会環境の変化（ゼロカーボンシティ・ＤＸ）
にも的確に対応する予算とする。

全体当初予算規模 財政状況（一般会計）

第７次総合計画(分野別)予算編成

予算額 前年度増減率

一般会計 1,342億2,000万円 5.0%増

特別会計 712億6,502万円 3.7%増

企業会計 617億 495万円 8.6%増

総 額 2,671億8,997万円 5.4%増

分野別項目 予算額

暮らしを支える都市づくり 121億9,062万円

暮らしを守る強靱な都市づくり 104億1,146万円

持続可能な循環型の都市づくり 61億1,459万円

多様な主体が協働・活躍できる社会づくり 10億9,627万円

健康で生きがいをもって活躍できる社会づくり 997億8,982万円

女性や子どもがいきいきと輝ける社会づくり 178億4,536万円

誰もが学び活躍できる社会づくり 108億3,729万円

商業と観光が成長産業となる地域経済づくり 12億2,441万円

ものづくりが柱でありつづける地域経済づくり 16億7,797万円

スマートでスリムな行政運営の確立 42億2,398万円

【歳出構成】

【自主財源と依存財源の比率】

※令和５年度は過去最高額を計上
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一般会計は過去最高額。自主財源についても、持続的に確保されるように施策内容を注視します。

自主財源：地方税など独自収入
依存財源：国・県からの交付金など

民生費（社会福祉関連）は増加傾向

県平均よりは高いが減少傾向



南公園再整備事業について

ごみ分別の変更について

3月定例会の詳細については、
下記ドメインまたはＱＲコードを読んで頂き、
市政レポート№40 定例会編をご確認願います。

編

集

後

記 「鈴木 ひでき」検索
でも見れます！！

http://www.giin-dnwu.com/suzuki_hideki/
＜ホームページのドメイン＞

～3月定例会編の内容～
・令和5年度当初・及び補
正予算について など

市政の
話題満載！

＜ＱＲコード＞

受取意思確認の周知は、受取らない方のみが返信する
ことが、対象者に勘違いされないように意見しました。

2023年度(令和5年度)当初・補正予算の主な取組について
令和5年度当初予算（表面参照）1,342億2,000万円及び、補正（新型コロナ感染症対策など）6億3,893万円
について特に、子ども・子育て、医療、生活に関連した政策実現の内容を一部紹介します。

医療体制・予防接種子ども・子育てに関して

園児・生徒・保護者や関係者の喜ばれる施策として評価
給食費改定については、丁寧な周知を図るように意見する。

■保育中に出る使用済み紙おむつの廃棄を実施
【対象施設】 公立保育園・こども園

※私立保育園は、県管轄のため処分に
関する費用を一部補助する。

【効 果】 ・保育士の負担軽減
・保護者の利便性向上
・衛生環境の向上

【実施時期】 2023年4月1日～
※私立各園については準備出来次第となります。

■給食費改定に伴う補助実施
【改定理由】食材料費の物価高騰に対応するため
※学校給食センター運営委員会(2023.02)にて可決
【改定内容】
・保育園、こども園の保護者負担額（月額）

・小中学校の保護者負担額（1食あたりの額）

【改定時期及び補助時期】 2023年4月1日～
※令和5年度分は、地方創生臨時交付金を充当し減額
するため、2024年3月分までは改訂前と同金額とする

■公共建築物照明設備のLED化
【実施時期（年度）及び対象施設】
・第1期(R5～R7)小中学校校舎・屋内運動場 など
・第2期(R8～Ｒ10)保育園、児童育成センター など

■市立中学校の通学用電動アシスト自転車一部補助
【目的】遠距離通学を援助し負担軽減と安全確保を図る
【対象者】①片道6㎞以上の生徒

②特別な事情で校長が許可する生徒
【補助額】購入費の2分の1（限度額4万円）

■新しい南公園の概要
【各施設の基本方針】

【スケジュール予定】

■充電式電池等のステーション回収開始
【経緯】不燃ごみやプラスチック製容器包装にモバイルバッテ

リーや電子たばこが混入し、ごみ収集車や処理施
設で発火事故が多発している。

【対象】電池類や充電タイプの小型家電(電池が外せないもの)
【回収日】「缶・びんの日」に発火性危険ごみとして回収
【実施時期】 2023年4月1日～

■救急医療体制の充実
【内容】入院又は緊急手術を要する救急患者の医療に対

応するため、第２次救急医療機関の拡充を図る。
【対象施設】愛知医科大学メディカルセンター
【時期】2023年4月1日～ 365日深夜0時まで対応

■予防接種の補助拡充（予算額：7,997万円）
【内容】帯状疱疹予防接種費用の一部を助成
【対象者】50歳以上の方
【助成額】 水痘生ワクチン１回分（ 3,360円／1回）

不活化ワクチン２回分（10,060円／1回）
【助成方法・開始時期】市政だより、市HP等で周知

北部救急医療体制の充実。帯状疱疹は、80歳までに3
人に1人が発症し後遺症などを伴うので取組に評価する。

昭和37年4月開園以来施設充実を図ってきた。そのため
老朽化（40年以上経過）に対応した再整備は評価する。

発火によりごみ収集車や処理施設の修理に多額の費用
が発生していることから評価。丁寧な周知を要望する。

対象 改定前 改定後

保育園 園児(3～5歳） 5,180円 6,200円

こども園
園児(2号)保育園利用 5,180円 6,200円

園児(1号)幼稚園利用 3,540円 4,520円

改定前 改定後

小学校 240円 247円

中学校 275円 286円

公立保育園・こども園の
処分発生費用約1,260万円

事業費：67.5億円（事業期間20年）
※建設等(3年間)＋維持管理(17年間)

＜維持する施設＞
遊園地、児童公園、梅林、
野鳥の森
＜改修する施設＞
交通広場

＜導入する施設＞
屋根付き多目的広場、屋内
遊戯施設、親水広場、cafe

＜廃止及び機能移転する施設＞
市民プール、運動場、テニスコート

2023年度
契約締結

2024～2026年度
工事期間（全面閉園）

2027年度
供用開始


